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今月のＴＯＰＩＸ  ～入試の多様化と推薦入試・AO入試～ 

私立大学を中心に推薦入試・AO 入試がここまで 

拡大したことの背景には、一般入試よりも推薦入試・

AO 入試の方が実施時期が早いため、学生を早く 

確保したい大学側の経営戦略と、早く合格したい 

受験生側の心情が合致したことがあります。しかし、

推薦入試・AO 入試では原則として学力試験を   

課さないため、結果として大学生の学力低下を招い

ているとの批判もあります。そのため、近年では、 

推薦入試・AO 入試でも高校の調査書や評定    

平均値、センター試験の成績などで受験生の学力

を把握し、出願要件や合否判定に用いることが求め

られるようになったので、推薦入試・AO 入試でも一

定の学力が要求されるようになっています。 

ここ十数年の間に大学入試の形態は非常に大きな変化を

遂げています。多くの大学で推薦入試や AO（アドミッ   

ション・オフィス）入試を導入するようになり、さらにそれら

が拡大してきています。 

これにより、受験生は自分の特性に合った試験方式を選ん

で受験することが可能になってきています。また、推薦  

入試・AO 入試の制度を利用すれば、同じ大学を何度も 

受験することが出来るようになるなど、受験生にとっての 

メリットもあります。 

推薦入試や AO 入試は、大学によっては学力試験が免除 

されたり、合格が決まるのが一般試験よりも早かったりする

ので、受験勉強のプレッシャーから早く解放されたい   

受験生にとっては魅力的に映るかもしれません。しかし、 

推薦入試や AO 入試では、通常の学力試験とは異なる  

方式で評価される場合が多いので、一般入試の対策とは

異なる準備が必要となります。また、推薦入試では調査書

を通して日頃の高校生活での成績も評価される場合も  

多いので、高１の頃から一定以上の成績を収めていないと

出願すらできない場合もあります。推薦入試や AO 入試の

対策は、一般試験のそれとは大きく異なることを認識して

おきましょう。 

2014 年度大学入試の入試形態別入学者数の割合を   

グラフ１に示しています。私立大学では、2007 年度以降 

一般入試による 入学者の割合が 5 割を下回っており、 

約半数が推薦入試または AO 入試による入学者となって 

います。国公立大学でも推薦入試・AO 入試の導入が   

進んでおり、国立大学の入学者の約 15％、公立大学の 

入学者の約 25％が推薦入試または AO 入試で入学して 

います。とくに AO 入試は私立大学を中心に爆発的に導入

が進み、2014年度には 469校もの私立大学が AO入試を

導入しています。（グラフ２参照） 

【先月の解答】 

1÷100＝1 0/0 

右の 100 の 0 の間に一本斜め線を  

入れて 100％を作れば正解!! 

【今月の問題】 

い □ じ □ あ じ け □ □ 

□に共通して当てはまるひらがなは 

何でしょう？（１文字です。） 
 

見やすくなりましたので、ぜひご覧ください★ 


